
蕊
､

寺私

「自分じゃわからないから，検診でちゃんと確かめますJ

と，横川地区のみなさんです。 （7月22日(月),基本健康診

査の会場で）
み
な
さ
ん
が
手
に
し
て
い
る
も
の
は
何
か
、
分
か
り

ま
す
か
？
こ
れ
は
、
大
腸
ガ
ン
を
発
見
す
る
た
め
の

せ
ん
け
つ

便
潜
血
反
応
の
検
診
容
器
で
す
。

「
私
は
大
丈
夫
」
な
ど
自
己
診
断
は
い
け
ま
せ
ん
。

囚
○
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
自
覚
症
状
が
出
る
前
に
発
見

し
、
治
療
し
て
く
だ
さ
い
。

早
め
早
め
の
検
診
を

たかは ぎ
欝

蕊 ’Ⅷ8号｡ No37．

。'
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報
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「
主要死因別死亡率の年次推移

40歳から受けたい死
亡
率
（
人
口
扣
万
対
） 大腸ガ 検診ン

「何でもない｡｣とか｢病院にはあまりかからない｡｣と言う人に受けて

欲しいのが検診です。検診は，隠れた病気を見つけます。今月は，

保健センターで，昨年から始めた大腸ガン検診を取り上げました。
昭和25 和 譜 40 45 別 55 印63年

全
国
の
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
は
、
ガ
ン
で
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で
胃
・
肺
・

し
つ
か
ん

心
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
も
少
な
く
は
あ
り
ま
せ
乳
ガ
ン
な
ど
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
集
団
検

ん
が
、
ガ
ン
の
死
亡
者
が
、
表
一
の
よ
う
に
上
診
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
全

十 Ｊ縮
向
き
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
腸
ガ
ン
の
国
的
に
増
加
し
て
い
る
大
腸
ガ
ン
に
つ
い
て
も
、

轆
死
亡
者
（
表
三
は
、
こ
こ
二
○
年
間
で
二
倍
昨
年
か
ら
四
○
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
定
期

口叺
に
、
年
齢
別
（
表
三
）
で
は
五
○
歳
代
か
ら
増
的
に
大
腸
ガ
ン
の
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

省匿
え
て
い
ま
す
。

識
早
期
の
う
ち
に
、
ガ
ン
を
見
つ
け
ま
し
よ
う

私
た
ち
日
立
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
が
、
み
な
さ
ん

か
ら
送
ら
れ
た
便
を
検
査
し
ま
す
。

大
腸
ガ
ン
が
、
増
え
て
ま
す

下
の
図
は
、
大
腸
内
に
で
き
た
良
性
の
ポ
リ
－
プ
が
、
悪
性
の
ガ
ン
に
成
長
す
る
様
子
で
す
。

ー

<表2＞

腸ガン死亡者の年次推移
人
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：
め
写
高
萩
協
同
病
院
唾

》
早
叶
端
廉
煙
先
生
》

》
大
腸
ガ
ン
を
完
全
に
治
す
に
は
、
早
期
発
見
に
》

》
よ
る
早
期
治
療
が
一
番
大
切
で
す
。
良
性
ポ
リ
ー
》

》
プ
や
早
期
ガ
ン
の
大
部
分
は
、
内
視
鏡
に
よ
り
切
包苞

麺
除
す
る
だ
け
で
治
り
ま
す
。
こ
の
時
期
の
も
の
は
壷

》
自
覚
症
状
も
あ
ま
り
な
く
、
あ
る
と
す
れ
ば
出
血

愈一

》
で
す
。
多
日
一
里
に
出
血
す
れ
ば
、
血
便
と
し
て
気
づ

麺
き
ま
す
が
、
少
量
の
出
血
で
は
、
便
を
見
て
も
肉

》
眼
蓉
率
密
鰄
劃
峠
唯
郵
雌
液
が
混
じ
っ
て
い
る
か

心

唾
ど
う
か
判
定
す
る
の
が
、
便
潜
血
反
応
で
す
。
今
》

一
は
反
応
し
ま
せ
ん
の
で
、
検
診
前
の
食
事
制
限
を
》

回
実
施
す
る
免
疫
学
的
潜
血
反
応
は
、
ヒ
ト
の
血

液
だ
け
に
反
応
し
、
動
物
の
血
液
、
薬
剤
な
ど
に

》

麺
す
る
こ
と
無
く
、
簡
単
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

》
ま
た
＄
便
潜
血
反
応
が
陽
性
に
な
っ
た
場
合
は
、
α

》
何
か
大
腸
に
病
気
が
隠
れ
て
い
る
可
能
性
が
強
い
》

じ

》
と
言
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
痔
や
良
性
の
ポ
リ
ー
プ
》

麺
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
陽
性
の
時
は
、
必
ず
医
療
唾

》
機
関
で
大
腸
の
精
密
検
査
（
注
腸
検
査
、
大
腸
内
》

一
蹄
罐
雌
睦
睡
控
や
）
峰
膣
酎
唾
細
鏥
陸
却
岬
潅
澤
淑

無
い
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
一
度
だ
け
の
検
診
》

一
唾
蚕
心
せ
ず
、
定
期
的
に
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
》

罰
内
国
掛
劇
日
興
内
角
臼
内
角
肉
白
白
臼
働
臼
間
劇
画
Ｒ
ａ
禽
閲
魯
囚
国
劇
内
角
国
劇
臼
働
禽
側
内
国
国
劇
電
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に発見
早めの治療が大切

毎函…………苞

ビ大
腸
ガ
ン
の
大
部
分
は
、
良
性
の
ポ
リ
ー
プ
が

成
長
し
た
も
の
で
す
。
ガ
ン
に
進
行
し
な
い
う

ち
に
見
つ
け
て
切
除
し
ま
す
と
、
一
○
○
パ
ー

セ
ン
ト
安
心
で
す
。
し
か
し
、
良
性
の
ポ
リ
ー

プ
や
早
期
ガ
ン
は
、
自
覚
症
状
が
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
検
診
を

受
け
て
見
つ
け
る
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
。
大

腸
ガ
ン
は
、
胃
ガ
ン
や
肺
ガ
ン
に
比
べ
て
見
つ

け
や
す
く
、
手
遅
れ
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
比
較

一検診容器は………… 大
腸
ガ
ン
の
初
期
症
状
は
、
血
便
で
す

め
ん
ど
う

検
査
と
い
う
と
、
「
面
倒
だ
か
ら
・
・
・
四
と
言
わ
便
の
中
に
微
量
の
血
液
が
混
じ
っ
て
い
な
い
か

れ
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
は
昔
の
こ
と
で
す
。
大
を
調
べ
る
も
の
で
す
。

腸
ガ
ン
検
診
は
、
左
の
図
の
よ
う
に
便
に
数
回
こ
の
便
潜
血
反
応
で
陽
性
と
な
っ
た
場
合
、
良

刺
し
て
、
そ
れ
を
容
器
に
入
れ
て
郵
送
す
る
だ
性
の
ポ
リ
ー
プ
や
痔
な
ど
の
時
も
あ
り
ま
す
が
、

け
で
す
。
こ
の
検
診
は
、
便
潜
血
反
応
と
い
う
検
大
腸
ガ
ン
の
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
医
療
機

査
で
、
田
端
先
生
が
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
関
で
精
密
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

E目

大
腸
な
ど
の
臓
器
内
の
表
面
に
現
わ
れ
た
、
こ
ぶ
し
の
よ
う

※
ポ
リ
ー
プ
と
は
…
…
な
異
物
で
、
臓
器
の
組
織
を
破
壊
し
た
り
転
移
し
な
い
も
の

150円で配布します
大腸ガンの検診容器は，健康まつり

の時に, 150円で配布します。

なお， この検診料として1人927円

必要となりますが， これは，市で負担

しますので,みなさんの負担はありません。

1

ー

正■両雨匝回向丙面団再園西団再困田口画E四画弓厚匝回同RE団門爵回団両園回団両園囿団局圃匝E

正しい便の

とり方

採

的
治
療
し
や
す
い
ガ
ン
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
大
腸
ガ
ン
の
出
来
や
す
い
部
分

た

と
、
腸
の
中
で
便
が
溜
ま
り
や
す
い
部
分
が
一

致
し
て
い
る
こ
と
が
分
っ
て
い
ま
す
。
大
腸
ガ

ン
の
原
因
は
、
魚
に
変
わ
っ
て
肉
食
が
増
え
る

な
ど
の
欧
米
化
し
た
食
生
活
に
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
四
○
歳
の
人
、
特
に
便
秘
が
ち
の

人
は
、
定
期
的
に
検
診
を
受
け
て
大
腸
を
管
理

し
て
く
だ
さ
い
。

"

'〆

LJ便をとる量

②
採便棒で

大便を6か所さす

○良

汐みぞが
埋まるくらしkj－l

′×
少なすぎる

ノ

|／

●なるべく新しい便を

とってください。

●容器の中の液をこぼ

さないでください。

》

第6回市民健康まつり

実事夷かわれらたかはぎ元気人★★〆 一~、

○とき9月1日旧）

○ところ文化会館

－「大腸ガンについて」 －講演

田端康仁先生のお話 「笑いと健康」

（高萩協同病院） 三遊亭円楽さん

⑩ 、
＝雫皐……産詞…

・タオル体操青木洋子さん(フイットネス・アドバイザー）

・茨城県警察音楽隊 ・軽スポーツクラブ

14:3010:30

」
・クラシックバレエ ・聖徳保育園児の合唱

●オーシャンエアロビクス
もヨロシワノ

★問い合わせは…保健センターへ(念24-2121）③



こんにちは市民記書物I Q
○

健康で住み良い

まちづくりを

市
民
記
者
○

さ
る
た

猿
田
恵
子
さ
ん

（
安
良
川
）

灘詮認識
都市計画課恋23－2111内線411 蕊

篭

擢

ｆ

醤

蕊 蕊蕊蕊 議新
総
合
計
画
を
受
け
た

ま
ち
づ
く
り
を

猿
田
都
市
計
画
課
で
は
、
ど

の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
い
る
の
で
す
か
。

星
都
市
計
画
法
の
基
本
理
念

の
中
に
、
ま
ず
、
健
康
で
文
化

的
な
都
市
生
活
、
そ
し
て
機
能

的
な
都
市
活
動
を
確
保
す
る
と

い
弓
維
維
柿
崎
鮴
維
鍼
諦
匪
軸

二
次
基
本
計
画
を
受
け
た
〃
海

と
緑
を
生
か
し
た
産
業
文
化
都

市
″
と
し
て
、
人
口
五
万
人
の

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
市
街

地
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

猿
田
や
は
り
私
た
ち
、
主
婦

に
と
っ
て
一
番
興
味
が
あ
る
の

は
下
水
道
で
す
。
普
及
率
は
ど

れ
ぐ
ら
い
で
す
か
。

星
五
月
現
在
、
下
水
道
工
事

の
終
了
し
た
区
域
の
中
の
普
及

率
は
、
四
六
・
六
％
で
す
。
今

むずかしそうな印象がありまし

たが，私たちの生活に密着した下

水道事業や土地反圃藥琿事業，道

路・公園・駅東口周辺広場の整備

など，たいへん身近で幅の広い仕

事をしているのですね。
ー

年
度
、
高
浜
市
営
住
宅
も
下
水

道
に
切
り
替
え
ま
す
の
で
、
こ

れ
が
で
き
る
と
普
及
率
は
、
八

一
・
五
％
に
な
る
予
定
で
す
。

猿
田
私
が
住
ん
で
い
る
安
良

川
の
南
大
内
町
は
、
い
つ
ご
ろ

下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
の
で
し

ょ
う
か
。

星
平
成
七
年
か
ら
十
三
年
の

第
三
期
事
業
計
画
の
中
に
入
っ

て
い
ま
す
。

猿
田
今
、
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
町
西
側
土
地
区
画
整
理

事
業
は
、
い
つ
ご
ろ
完
成
す
る

の
で
す
か
。

星
平
成
四
年
度
完
成
の
予
定

で
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

し
ん
ち
よ
く

現
在
約
六
十
％
の
進
捗
率
な
の

で
今
年
度
、
事
業
の
見
直
し
を

し
ま
す
。
土
地
区
画
整
理
事
業

の
中
で
、
家
屋
の
移
転
と
か
建

て
直
す
と
か
は
、
一
生
に
何
度

も
あ
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
本

当
に
大
変
で
す
。
日
常
の
生
活

を
し
な
が
ら
工
事
を
進
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
の
都
合

だ
け
で
は
進
め
ら
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

海
と
緑
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
広
場
に

猿
田
都
市
計
画
道
路
は
、
ど

の
へ
ん
ま
で
進
ん
で
い
る
の
で

す
か
。

星
都
市
計
画
道
路
と
し
て
計

画
決
定
さ
れ
て
い
る
も
の
が
一

二
本
あ
り
ま
す
。
整
備
率
は
、

約
四
三
％
で
す
が
、
現
在
、
三
・

四
・
六
号
（
束
本
町
・
高
萩
線
）

の
本
町
四
丁
目
か
ら
台
高
萩
ま

で
の
約
七
二
十
メ
ー
ト
ル
、
幅

員
約
一
六
メ
ー
ト
ル
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
完
成
は
、
平

成
五
年
度
に
な
り
ま
す
。

猿
田
駅
東
口
の
周
辺
広
場
整

備
事
業
は
、
い
つ
ご
ろ
完
成
す

る
の
で
す
か
。
ま
た
、
そ
の
内

容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
・

星
平
成
三
年
度
の
完
成
予
定

で
す
。
全
体
的
に
、
海
と
緑
の

高
萩
市
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
広
場

と
し
て
Ｃ
・
Ｃ
・
Ｚ
。
（
コ
ー
ス
タ

ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ゾ
ー
ン

Ⅱ
海
辺
の
ふ
れ
あ
い
）
整
備
計

画
や
海
水
浴
場
等
、
市
の
駅
東

側
の
顔
づ
く
り
と
し
て
の
考
え

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
で
、
二
か
所
あ
る
ト
イ
レ
の

色
、
デ
ザ
イ
ン
も
工
夫
し
ま
し

た
。
全
体
的
に
は
、
延
長
四
五

九
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
一
五
メ
ー

ト
ル
の
八
、
七
○
○
平
方
メ
ー

ト
ル
の
土
地
に
、
南
か
ら
順
に

イ
ベ
ン
ト
や
催
し
が
で
き
る
ふ

れ
あ
い
広
場
、
こ
こ
に
は
池
や

滝
も
で
き
ま
す
。
次
が
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
情
報
の
提
供
が

で
き
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

広
場
、
そ
し
て
、
東
口
ロ
ー
ダ

一
》

尺

第
三
の
故
郷
言
燕
吟
■

｝
強
の
育
っ
た
所
憾
聿
蕊
京
ど
蕊
阪
の
間
ｊ
木
曾
剛
下
《

、
”
“
、
“
、
“
、
、
、
》
鷲
“
、
“
”
敏
薪
添
）
”
”
＊
蛇
津
、
“
：
↑
、
，
“
、
“
藷
：
《
“
↑
《
寺
“
曇
、
：
郡
、
：
流
抵
法
が
必
艇
罵
鞭
野
へ
そ
め
中
心
の
溌
市
餐
毒
屋
で

壺
壺
毒
駈
宮
唾
庵
唖
必
に
濟
箪
影
鍾
裟
の
軽
壺
過
溌
〃
簿
＆

醗
霧
魂
●
一
＆
瀞
蕊
鞍
識
の
凝
葱
雷
屋
域
遵
金
．
画
シ
蔀
發
、
■

舞
唖
侭
溢
罰
迫
温
琿
舜
唖
舜
一
記
母
掘
嘩
燕
餌
ご
鉦
這
説
．
二

口
こ
、
弾
韓
設
、
段
段
設
出
轟
、
、
設
〕
設
、
、
韻
、
晶
設
、
ご
“
段
段
」
、
出
、
…
Ｆ
、
甲
弗
乎
』
く
韻
、
段
段
段
段
、
コ
ダ
一
段
、
“
毒
、
設
鋤
鎚
翰
必
盈
毎
津
却
己
Ｆ
Ｅ
毎
一
溌
幸
Ｊ
斡
訂
唾
沁
玩
忠
五

三
Ｊ
《
垂
詫
一
蕊
礎
？
一
一
溌
郎
嘔
蕊
恥
證
迩
寵
韻
電
琴
郡
鐡
軸
道
路
パ
海
￥

録
鍵
司
迩
詮
鞭
芯
辮
畔
Ｆ
極
簿
Ｊ
↑
一
蕊
通
勤
一
Ｆ
礎
羅
馳
？
丑
瀞
？
口
任

猿
譲
れ
だ
ゆ
と
り
あ
る
溌
瀧
詩
厩
謹
鐵
懲
鐡
．
鐙
蛎
ま
鞍
α

Ｊ
ぞ
”
う
そ
う
最
も
有
霜
憩
迩
の
藍
忘
誕
て
い
議
し
五
た
ね

串

串

貼

串

貼

〕

＄

凡

“

こ

骨

晶

〉

》

ｆ

串

貼

串

“

貼

串

貼

群

』

牛

《

》

》

《

串

貼

貼

》

串

『

圏

弾

串

Ｊ

貼

串

響

〕

暮

骨

晶

歩

砧

《
可
壺
壺
一
回
リ
野
グ
優
勝
候
捕
筆
頚
の
龍
砥
迩
与
ご
唾
猿
へ

名
古
屋
は
ド
ラ
キ
チ
フ
が
シ
で
占
め
ら
れ
て
壷
お
り
蕪
忽

、
〆
設
□
口
号
呂
叩
呂
く
蝉

古
屋
へ
行
く
窪
．
き
ば
寧
日
の
勝
つ
鈴
掴
灌
蚕
尋
證
・
弓
〃
・
■
■

減
に
低
Ｆ
も
替
浬
ち
め
錘
麹
燕
秘
〃
唾
翫
？
●
一
弓
輌
蝿
画

生
謨
娃
宥
っ
た
鍼
埠
漂
の
郡
笠
弧
“
Ｊ
私
＆
畷
心
町
．
は
長

良
川
の
交
流
Ｊ
議
縄
皿
に
澄
つ
で
続
き
か
ぢ
よ
つ
ぴ
り

晶

》

口

、

叩

叩

小

設

痔

設

》

》

、

韻

、

一

出

、

設

一

》

誤

京
都
の
雰
囲
気
で
式
淫
小
高
い
．
、
山
鍾
塑
の
八
幡
城
か
ら

は
裂
燕
ば
ら
？
し
い
眺
磁
で
裁
鶴
氷
が
お
い
・
し
く
川
ば
ス

”
一
“
“
お
ゑ
に
お
轡
ゞ
ゞ
気
￥
…
；

イ
力
の
匂
い
が
ど
【
心
吉
田
川
で
育
っ
た
鮎
は
格
別
で
す
。

夏
の
間
は
、
下
駄
を
鳴
ら
し
な
が
ら
の
お
ど
り
が
毎
夜

続けられます。：高萩に来てばや七年、”こ》こが私にとって第三

の
故
郷
と
な
り
ま
し
た
Ｆ
山
と
簿
娠
恵
ま
れ
た
落
ち

、
、
、
、
呂
、
》
、
、
“
ｎ
、
設
段
段

識
群
識
群
識
群

奥
村
真
理
子
さ
ん

書
同
二
戸
）
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